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＜連絡事項＞

· 職員旅行の日程が1班：6/22（木）～23（金）、2班：7/10（月）～11（火）、3班：7/24（月）～25（火）に決定となる。業務等を考慮し勤務調整を行うので各自の都合をGOMまで連絡のこと。

· 目標面接を5/24（水）～5/29（月）で実施予定。各自都合のよい日時をGOMまで連絡のこと。

· 田中スタッフが体調不良により当面欠勤となる。

＜外来から情報提供＞

· 河村　哲久様　～頭痛があるとのことで、頭痛薬が頓用で処方となっている。

· 我満　奈津紀様～避妊リング装着後の腹痛、出血は落ち着いているとのこと。

· 晴山　美智子様～「1週間仕事を休んだので落ち着いてきた、また仕事に行けそう」とのこと。
　　　　　　　　担当医からは、無理をせずに休みを取ることも必要であり、疲れているときは
　　　　　　　　バス通勤ではなく家族に送迎をお願いするよう助言ある。

· 高橋　百壽様　～表情が以前よりよくなってきている。本日服薬調整している。

＜利用者様情報＞

· 巴　　勇樹様　（27）　統合失調症　デイケア利用


5/20（土）に父様同伴でみかわ神経内科クリニック受診されている。ご家族にデイケアでの作業状況報告を行ったものを、父様より主治医に情報提供したとのこと。本人より、主治医からは作業をがんばっていることを評価されたとの話聞かれている。

· 大釜　久直様　（55）　統合失調症　デイケア利用中

先週からの経過～話のまとまりなさ、落ち着きのなさ、女性メンバーへの過度の接触等の問題点
が見られている。家族希望により5/16（火）～18（木）はデイケア欠席し、自宅療養されている。19（金）来所時も上記状態見られており、デイケア終了後ご家族に状態について報告している。

家族からの情報～自宅でも一つのことに固執されることが見られているとのこと。5/25（木）の
八戸赤十字病院受診日までデイケアには通所させるが、状態次第では入院加療も検討しているとのこと。

本日の状態　　～特定の女性メンバーへの身体接触があり、「会いたかったからいいでしょう」
と話されている。ミーティング時間は外来の喫茶店で過ごされており、スタッフが迎えに行くと「ここが落ち着くんです」と話されている。

⇒上記状態が継続して見られているため、要注目にて対応。変化のあった際には、ご家族に電話
連絡を行っていく。

· 晴山　美智子様　（39）　統合失調症　デイケア利用中

先週の外来受診時、仕事でのストレスから来る過食について訴えあり、主治医指示にて1週間休養となる。本日来所時に調子をうかがうと、「1週間仕事を休んだのですっきりした」と話されている。表情もすっきりされているが、「髪を切りすぎちゃった」と髪を気にされる様子がある。

デイケアの他利用者様より、「ジャイ子（漫画・ドラえもんのキャラクター）」と呼ばれることもあり、自身の容姿について「ダメだよね」と発言される場面も見られる。

⇒デイケアでの過ごし方、他利用者様との対人関係面も含め、今後も本人のストレス状態について注目していく。

· 小野寺　ノリ様　（70）　統合失調症　デイナイトケア利用中

　午前プログラム終了後、昼食時間前に１人でレストランへ移動されており、デイケアスタッフがレストランにて本人を発見、声掛けしている。

⇒本人様に事故のないように、午前プログラム終了後はレストラン移動時間までデイナイトケアルームにて待機していただく。移動時間になったら本人様に移動の声掛けをする。

＜業務改善検討＞

· 通所援助マニュアル作成

通所開始から退所までの一連の事務手続きについてマニュアル作成している。第1版をメールにて全員に回覧するので、修正・追加事項・意見等について返信すること。

＜ミニ勉強会＞

『人（対象）を理解することとは』意見交換

①「対象を理解する」とはどういうことか

　スタッフからの意見

· 病気も含めてその人全てを理解する必要があるが、教科書には病気の基本しか載っていない。実際には基本以上のことがその人の行動に現れている。行動の分析が必要。

· 対象となる患者様・利用者様と健常者の違いは「病気の有無」しかないのでは。健常者と共通する生活歴や生活、行動の特徴を理解する必要があるのでは。

· 共有、共鳴すること

· 向き合って見ること

· 自分の気持ちを開放した上で接して、受け入れること

⇒「その対象に（専門家として）何ができるか」までを考えることが理解ではないだろうか？

②「対象を理解する」には何が必要か　

· 時間

· 信頼関係

· 空間　同じ場に一緒にいること

· 会話　話の切り出し方

· その人が興味を持っていること

· 性格

· 事前の情報（家族歴、病歴）

· 身体状況

· 本人の希望

· かかわる側の特徴

· かかわる側の心のゆとり

· 分かろうとする気持ち　相手への関心

· 言葉　（方言、関係作りの言葉）

· チームワーク

· （広い意味での）知識

⇒理解するためには、「正しい知識」をもつことが必要ではないだろうか。

